

















































































































































































































































































































































































































































いる歌が二つあった。 また波線部の通り 「移動①」 と共通する 「渡る」が詠まれている。破線部のように「空間Ａ」から「空間Ｂ」を往復す 「移動②」 を想起する語がある。 二重傍線部の通り 「月人をとこ 歌と同じく「舟」が詠まれてもいる。また連歌会にあった夜の情景を示す歌を囲み線で囲った。このように『曽良随行日記』にある七月六日の芭蕉の動向と共通するものがある。　
ここで考えられるのは、芭蕉は『万葉集』を俳諧に取り入れ















































































































































「草木深」を「草青みたり」と換えたのである。それは、 「夏草」の語を、人麿の「近江荒都」の長歌 得て、そ 高館の段の執筆の構想は一大躍進をしたことを見逃すわけにはいかない。
























































































引用した本文は、小島憲之他考 『万葉集〈新編日本古典文学全集〉 』 （小学館 ・ 平成六年）による。また巻、歌番号、頁数は巻次四による。
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今榮藏著『芭蕉書簡大成』 （角川書店 ・ 平成一七年）による。
16　
山下一海 「芭蕉と万葉集」 （国文学解釈と鑑賞 ・ 昭和六一年）による。
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本論の引用する『曽良随行日記』の本文、及び頁数は、井本農一他考注 『校本芭蕉全集 〈第七巻〉 論篇』 （富士見 房 ・平成元年）による。
23　
引用した本文は、小沢正夫、松田成穂校注・訳『古今和歌集〈新編日本古典文学全集〉 』 （小学館 ・ 平成六年）による。
24　
１に同じ。
